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●１月８日は「平成改元の日」です 

 新年明けましておめでとうございます。 

おおゆ石材の三上です。旧年中は格別のご厚情を賜り

誠にありがとうございます。 

さて、皆様は年末年始をどのように過ごされましたか？

この時期の楽しみと言えば箱根駅伝ですが、私も優勝を

めざしてひた走る母校の後輩たちに声を枯らして応援し

ています。花の二区と呼ばれる最長区間、何年かに一人現れる山の神に驚嘆する山登り

五区の往路、そこから復路では首位争いとともに目まぐるしく順位が入れ替わるシード

権争い、そして時にはタスキがつながるかどうかハラハラしながら、学生のひたむきな

姿に心震わす二日間です。とりわけ、今年の注目は三冠をめざす駒澤大学のエース、 

青森山田出身の田澤廉選手ですね。末筆ながら、本年も皆様の笑顔と安心のために励ん

でまいりますので、倍旧のご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

  ※仏事クイズの答え： ③   ※まちがいさがしの答え： 1）やっこ凧の糸 2）山並み 3）左の凧の文字 

1989年のこの日、前日の昭和天皇の崩御をうけて、

当時皇太子の明仁親王が新天皇に即位され、

元号が「平成」となりました。中国最古の歴史書

『書経』から「平」と「成」の字が選ばれて決まっ

たものですが、実は 

江戸時代末期に 

「慶応」と改元 

された際、別案と 

して「平成」も 

あったそうです。 

 
 ■発行者： おおゆ石材 

大正12年以来、津軽の皆さまとご一緒に
歩んでまいりました。石やお墓のある、 
豊かな暮らしを、お手伝いしてまいります。  

弘前バイパス店  弘前市石川春仕内103-1 

浪岡ステーション 青森市浪岡 浪岡細田1-4 

ストーンマルシェ 平川市岩舘山の井127-3 

0120-63-1483 (有)大湯石材店 

じ ん おかざき よこやま みかみ 



ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

① じろじろ 
 
② さらさら 
 
③ うろうろ 

煩悩に迷うことを仏教

で「有漏」といいます。 

 「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。」 

『平家物語』の有名な冒頭にある「祇園精舎」は、

紀元前500年前後の古代インドにあった僧院で

ブッダが説法をされたことで有名なお寺です。

その後荒廃してしまったと言われ、１９世紀に

入って発掘が行われ、その場所や様子が分

かるようになり、日本から観光で訪れる方も

増えました。しかし、古代インドには現代のような金属製の鐘は無く、水晶のよう

な鐘があったのではという一説があるそうです。そこで鐘が無いのは忍びないと、

１９８１年に日本から梵鐘と鐘楼が寄贈されたそうです。  

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★ 祇園精舎に鐘は・・・無かった？ 

仏教に関する言葉から生ま

れたものは、次のうちどれ 

でしょう？ 


